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神戸市立工業高等専門学校 2020年度シラバスシラバス

構造力学Ⅲ (Structural Mechanics III)

都市工学科・4年・後期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

　4年生の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．に不静定構造物を解く方法について学ぶ．不静定構造物を解く方法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．く方法について学ぶ．方法について学ぶ．に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．学ぶ．2～3年時で学んだ構造力学の基礎知識が前提で学んだ構造力学の基礎知識が前提構造力学の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．基礎知識が前提が前提前提
に不静定構造物を解く方法について学ぶ．なって学ぶ．いる．授業では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．不静定構造物を解く方法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．法について学ぶ．とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．講義する．構造物を設計するときの構造解析にする．構造物を解く方法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．設計するときの構造解析にするとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にきの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．構造解く方法について学ぶ．析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．
用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に等に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説める．授業では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説を解く方法について学ぶ．豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説に不静定構造物を解く方法について学ぶ．取り入れて，力学計算の内容を細かく解説り入れて，力学計算の内容を細かく解説入れて，力学計算の内容を細かく解説れて学ぶ．，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．力学計するときの構造解析に算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．内容を細かく解説を解く方法について学ぶ．細かく解説かく方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．説
する．

【A4-S2】不静定構造物の解析法が理解できる．不静定構造物を解く方法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．析に法について学ぶ．が前提理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．できる．
不静定構造物を解く方法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．法について学ぶ．計するときの構造解析に算の内容を細かく解説が前提できて学ぶ．いるか定期試験，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．中間試験，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．レポー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にト，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．及びび
，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．小テストで評価する．テストで評価する．する．

【A4-S2】不静定構造物の解析法が理解できる．ひずみエネルギーによる解析法が理解できる．エネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．よる解く方法について学ぶ．析に法について学ぶ．が前提理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．できる．
ひずみエネルギーによる解析法が理解できる．エネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．よる解く方法について学ぶ．析に法について学ぶ．が前提理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．できるか中間試験，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定期試験，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．レポー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にト
で評価する．する．

【A4-S2】不静定構造物の解析法が理解できる．仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説いて学ぶ．各種構造物を解く方法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．変形を求めることができを解く方法について学ぶ．求めることができめることエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にが前提でき
る．

仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説いて学ぶ．各種構造物を解く方法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．変形を求めることができを解く方法について学ぶ．求めることができめることエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にが前提できるか中間試
験，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．レポー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にトで評価する．する．

【A4-S2】不静定構造物の解析法が理解できる．カステリアー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にノの定理により不静定構造物が解法できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．より入れて，力学計算の内容を細かく解説不静定構造物を解く方法について学ぶ．が前提解く方法について学ぶ．法について学ぶ．できる． カステリアー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にノの定理により不静定構造物が解法できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．より入れて，力学計算の内容を細かく解説不静定構造物を解く方法について学ぶ．が前提解く方法について学ぶ．法について学ぶ．できるか定期試験とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にレポー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に
トで評価する．する．

【A4-S2】不静定構造物の解析法が理解できる．相反定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ミュー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にラー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にブレスラウの定理とその応用が理解できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にその構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説が前提理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．できる．
相反定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ミュー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にラー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にブレスラウの定理とその応用が理解できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にその構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説が前提理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．できるか中間試験，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．
レポー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にトで評価する．する．

成績は，試験は，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．試験70%　レポー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にト20%　小テストで評価する．テスト10%　とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にして学ぶ．評価する．する．100点満点とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にし60点以上を合格とする．試験を解く方法について学ぶ．合格とする．試験とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にする．試験70%の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．
内訳は，中間試験は，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．中間試験30%，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定期試験40%とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にする．

崎元達郎： 構造力学（下），主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．第2版，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．不静定編，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．森北出版

福本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学秀士編著，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．岡田清／監修：構造力学I(ニュー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にパラダイムテキストブック)，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．東京電機大学出版局
「基礎から学ぶ構造力学」，藤本一男他（森北出版）学ぶ構造力学」，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．藤本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学一男他（森北出版）
「構造力学(II)」，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．岡村宏一（鹿島出版会）
「構造力学(2)」，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．村上を合格とする．試験正ほか著（コロナ社）ほか著（コロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学ナ社）社）

構造力学I（2年），主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．構造力学II（3年），主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．橋梁工学（4年前期），主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．構造力学IV（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1)学習単位IIの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．科目である．である．2)授業60%＋授業時で学んだ構造力学の基礎知識が前提間外学習40%の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析になるように不静定構造物を解く方法について学ぶ．授業難易度シラバスを解く方法について学ぶ．設定．3)期限内に不静定構造物を解く方法について学ぶ．提出
されなかった課題は課題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説は0点の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．評価する．．4)教科書を持参しない学生は授業進行の妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をを解く方法について学ぶ．持参しない学生は授業進行の妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をしない学生の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．は授業進行の妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をげに不静定構造物を解く方法について学ぶ．なるの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．で遅刻扱いとする，または，受講をいとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にする，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．また課題はは，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．受講を解く方法について学ぶ．
遠慮してもらう場合がある．して学ぶ．もら学ぶ構造力学」，藤本一男他（森北出版）う場合が前提ある．5)授業開始5分前に不静定構造物を解く方法について学ぶ．は受講準備を整えること．を解く方法について学ぶ．整えること．えることエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に．6)授業中の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．スマホ・携帯等の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．取り入れて，力学計算の内容を細かく解説り入れて，力学計算の内容を細かく解説扱いとする，または，受講をいは試験時で学んだ構造力学の基礎知識が前提
とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に同様とする．とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にする．



授業の計画（構造力学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 構造力学復習

2 仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に 仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．概念を説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．を解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．仮想変位の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にして学ぶ．梁の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．支点反力やトラスの部材力を求める．トラスの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．部材力を解く方法について学ぶ．求めることができめる．

3 弾性体の仮想仕事の原理の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に 仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．一般式の誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．する．仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．よる弾性変形を求めることができの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．法について学ぶ．（単位荷重法について学ぶ．）に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．する．

4 はり入れて，力学計算の内容を細かく解説およびトラスに不静定構造物を解く方法について学ぶ．対する単位荷重法の応用する単位荷重法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説

5 相反定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．

6 相反定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説いた課題は力の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．影響線を求める方法（ミューラー・ブレスラウの原理）を説明し，課題を課す．を解く方法について学ぶ．求めることができめる方法について学ぶ．（ミュー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にラー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に・ブレスラウの定理とその応用が理解できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に）を解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．課題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説を解く方法について学ぶ．課す．

7

8 中間試験

9 中間試験の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．答・解く方法について学ぶ．説，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．弾性体の仮想仕事の原理の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ひずみエネルギーによる解析法が理解できる．エネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に

10

11

12 不静定次数の数え方，最小仕事の定理について説明する．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．数の数え方，最小仕事の定理について説明する．え方，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．最小テストで評価する．仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．する．

13 最小テストで評価する．仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説いた課題は不静定力の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．法について学ぶ．に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．する．
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構造力学概論，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．3年次構造力学の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．復習し構造力学の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に解く方法について学ぶ．度シラバスを解く方法について学ぶ．把握する．する．

片持ちばり入れて，力学計算の内容を細かく解説やトラスの部材力を求める．静定トラスの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．節点変位を解く方法について学ぶ．求めることができめる計するときの構造解析に算の内容を細かく解説例を示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説を解く方法について学ぶ．示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説し説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．するとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にもに不静定構造物を解く方法について学ぶ．，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．温度シラバス変化による単純ばりの変形の算定について説に不静定構造物を解く方法について学ぶ．よる単純ばりの変形の算定について説ばり入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．変形を求めることができの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．算の内容を細かく解説定に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．説
明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．する．また課題は課題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説も提示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説する．

相反定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．基礎式の誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．を解く方法について学ぶ．示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説すとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にとエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にもに不静定構造物を解く方法について学ぶ．Maxwellの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．相反定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．する．

影響線を求める方法（ミューラー・ブレスラウの原理）を説明し，課題を課す．(1)

影響線を求める方法（ミューラー・ブレスラウの原理）を説明し，課題を課す．(2)
ミュー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にラー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に・ブレスラウの定理とその応用が理解できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にの構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にして学ぶ．断面力の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．影響線を求める方法（ミューラー・ブレスラウの原理）を説明し，課題を課す．を解く方法について学ぶ．求めることができめる方法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．静定ばり入れて，力学計算の内容を細かく解説，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．不静定ばり入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．影響線を求める方法（ミューラー・ブレスラウの原理）を説明し，課題を課す．を解く方法について学ぶ．求めることができめる演習
を解く方法について学ぶ．行の妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をう．

1回～7回の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．授業内容を細かく解説より入れて，力学計算の内容を細かく解説試験を解く方法について学ぶ．する．

中間試験の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．説を解く方法について学ぶ．する．弾性体の仮想仕事の原理の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応力，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ひずみエネルギーによる解析法が理解できる．，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．ひずみエネルギーによる解析法が理解できる．エネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にに不静定構造物を解く方法について学ぶ．ついて学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．具体の仮想仕事の原理例を示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説を解く方法について学ぶ．挙げてひずみエネルルギーを算定すげて学ぶ．ひずみエネルギーによる解析法が理解できる．エネルルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．算の内容を細かく解説定す
る．また課題は課題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説を解く方法について学ぶ．課す．

カステリアー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にノの定理により不静定構造物が解法できる．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に(1) カステリアー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にノの定理により不静定構造物が解法できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．第2定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．片持ちばり入れて，力学計算の内容を細かく解説を解く方法について学ぶ．例を示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説に不静定構造物を解く方法について学ぶ．た課題はわみエネルギーによる解析法が理解できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．算の内容を細かく解説定方法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説す．小テストで評価する．テストを解く方法について学ぶ．行の妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をう．

カステリアー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にノの定理により不静定構造物が解法できる．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に(2) カステリアー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にノの定理により不静定構造物が解法できる．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．第1定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析にを解く方法について学ぶ．説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．応用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．具体の仮想仕事の原理例を示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説を解く方法について学ぶ．示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説す．

最小テストで評価する．仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に(1)

最小テストで評価する．仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．定理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に(2)

余力法について学ぶ．とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に弾性方程式の誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．(1) 応力法について学ぶ．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．一つである余力法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説いて学ぶ．，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．不静定骨組を解く．静的基本系を定めて弾性方程式を立て，単位荷重法を利用して不静定を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．く方法について学ぶ．．静的基本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学系を定めて弾性方程式を立て，単位荷重法を利用して不静定を解く方法について学ぶ．定めて学ぶ．弾性方程式の誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．を解く方法について学ぶ．立て学ぶ．，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．単位荷重法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．利用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説して学ぶ．不静定
力を解く方法について学ぶ．求めることができめる．

定期試験の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．答，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．説，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．余力法について学ぶ．とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に弾性方程式の誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．(2) 定期試験の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．解く方法について学ぶ．説なら学ぶ構造力学」，藤本一男他（森北出版）びに不静定構造物を解く方法について学ぶ．連続ばりや不静定ラばり入れて，力学計算の内容を細かく解説やトラスの部材力を求める．不静定ラ-メンに余力法を適用し，最終課題の仕上げを行う．に不静定構造物を解く方法について学ぶ．余力法について学ぶ．を解く方法について学ぶ．適用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説し，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．最終課題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．仕上を合格とする．試験げを解く方法について学ぶ．行の妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講をう．

備など）
考

本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学科目である．の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．修得には，に不静定構造物を解く方法について学ぶ．は，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．30 時で学んだ構造力学の基礎知識が前提間の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．授業の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．受講とエネルギー原理を中心に講義する．構造物を設計するときの構造解析に 60 時で学んだ構造力学の基礎知識が前提間の構造力学では，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．自己学習が前提必要である．である．
後期中間試験および後期定期試験を解く方法について学ぶ．実施する．する．
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